
Revra 「M-POSレンズ」

○ 製品概要とビジョン

M-POSレンズは、眩しさの軽減、輪郭の鮮明度向上、色覚の感度向上(コントラスト)、網膜上の結像

精度(知覚)を上げるなど「視界の質の向上」を特徴とし、毛様体筋(ピント調整機能)に過度な緊張感の

緩和など、最新光学技術から開発された次世代眼精疲労軽減レンズです。

少子高齢化社会での視覚重要性に対応し、関係機関と連携し研究開発・製品化に努めております。

○「RAP」技術特性と理論 RAP : (Ray.Adjust.Point) 

RAP加工は、位相差パターンを形成し、緑波長帯の

解像力を維持しつつ、青色光のエネルギー密度を低減

し眼への刺激光を軽減します。光路差と位相差理論に

基づく新しい加工技術です。 ※自社独自の開発技術

※レンズ面に段差ΔΖが出来ると光路長に差が発生することで波長により

異なる位相差が生じます。

○視感テストの実施方法

店頭での視感テスは、視力補正(両眼視機能測定)後、視感キッドを用いて被験者に視覚体感を確認。

指標としてレッドグリーンや近点視、カラー雑誌や新聞、店内外の自然環境、照明環境下で評価する。

注)事前に被験者へ「輪郭がスッキリ・鮮明度向上・コントラストアップ」などの先入観を与えず、見

え方の感覚を問診。

※視感向上、見え方は全員に当てはまらず、被験者の眼の調整能力に依存します。

○多様なユーザーからの評価と視認性

SE関連や事務職、CAD業務のユーザーはパソコン作業時の眩しさ低減やコントラスト向上を評価され、ブ

ルーカットレンズより色調変化が少ないと高い評価。

グラフィックデザイナーや写真家からも高評価。地下鉄運転手やタクシードライバー、大型トラック運転

手は夜間やトンネル出入り時の眩しさ軽減を実感、対向車のヘッドライトの眩しさも軽減され道路標識や

車線の視認性が向上。

手芸愛好者は細かい裁縫や刺繍の縫い目が見やすく、特に黒い布や糸の視認性が良くなった。

淡いオリジナルカラーレンズ(グレー系、ブラウン系、イエロー系)など装用者は外観上ほぼ色の違い分か

らず、ビジネスシーンでも使用可能で眩しさ軽減効果が増した。

特定ユーザーの有用性と体験

白内障術前術後やレーシック術後の患者、ドライアイ患者などが眩しさ軽減やコントラスト改善、視界の

鮮明化を実感し、メガネ使用時の快適性が向上している。

市場展望

視力補正や目の保護・予防の重要性は増しており、新需要構造と顧客満足度向上に繋がると期待さ

れています。M-POSレンズは、リピート率の高さ・リビーター客からの紹介、HPからの新規客の拡

販、他店との「満足度」などから差別化商品です。


